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議
員　

茨
城
中
央
工
業
団
地
の
企
業
立

地
推
進
の
た
め
、
食
品
関
連
企
業
な
ど

に
的
を
絞
っ
た
提
案
型
の
誘
致
や
大
規

模
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
知
名
度
向
上

な
ど
、
新
た
な
誘
致
活
動
が
必
要
と
考

え
る
が
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

企
画
部
長　

既
存
産
業
の
集
積
や
立
地

環
境
の
優
位
性
を
生
か
せ
る
企
業
な
ど

に
対
し
て
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
広
告

掲
載
な
ど
に
よ
り
知
名
度
の
向
上
を
図

る
ほ
か
、
分
譲
価
格
の
見
直
し
も
行
い
、

全
力
で
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

県
北
振
興
に
お
い
て
は
、
知
事

が
中
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、「
県
北

地
域
を
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
た
い
」
と

の
明
確
な
将
来
像
を
描
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。
目
指
す
べ
き
県
北
地
域
の

将
来
像
を
ど
の
よ
う
に
思
い
描
く
の
か
。

知
事　

最
も
大
事
な
の
は
、
地
域
発
展

の
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、
地
域
の
皆

さ
ま
が
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

皆
さ
ま
と
一
緒
に
地
域
や
将
来
の
こ
と

を
考
え
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
共
有
し

な
が
ら
、
県
北
地
域
を
含
め
た
県
の
将

来
像
を
描
き
、
示
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

福
祉
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
の

立
地
が
進
む
「
桜
の
郷
」
の
今
後
の
整

備
見
通
し
は
。
ま
た
、
救
急
医
療
機
能

の
充
実
の
た
め
、
さ
ら
な
る
ア
ク
セ
ス

性
向
上
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

工
事
の
進
捗
は
九
割

を
超
え
て
お
り
、
事
業
の
終
息
を
見
据

え
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
る
。

ま
た
、
現
在
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
市
道
、
町
道
に
つ
い
て
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
水
戸
市
、
茨
城
町

に
道
路
整
備
の

検
討
を
要
請
す

る
。

（
ほ
か
に
、
農

業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
、

県
立
高
校
の
エ

ア
コ
ン
整
備
な

ど
も
質
問
）

議
員　

見
直
し
後
の
洪
水
浸
水
想
定
区

域
図
で
は
、
地
域
全
体
が
浸
水
す
る
箇

所
も
見
受
け
ら
れ
る
。
広
域
避
難
の
方

向
性
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
防
災
力
強
化
へ
の
取
り
組
み
は
。

生
活
環
境
部
長　

市
町
村
と
設
置
し

て
い
る
「
広
域
避
難
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て
、
大
規
模
水
害

を
想
定
し
た
広
域
避
難
計
画
策
定
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
各

市
町
村
の
計
画
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
災
害

時
避
難
行
動
要

支
援
者
へ
の
対

応
、
茨
城
国
体

な
ど
の
成
功
に

向
け
た
取
り
組

み
な
ど
も
質
問
）

議
員　

原
子
力
発
電
に
伴
い
発
生
す
る

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
な
ど
の
処
理

に
つ
い
て
、
世
界
屈
指
の
研
究
機
関
を

有
す
る
本
県
に
お
い
て
、
最
新
の
処
理

技
術
の
研
究
開
発
を
国
に
要
求
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

最
新
の
処
理
技
術
と
し
て
、
東

海
村
の
Ｊ
︱
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
活
用
し
た
核

変
換
実
験
計
画
が
あ
り
、
そ
の
予
算
措

置
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
国
に
要
望
す

る
。
そ
れ
以
外
に
、
今
後
、
新
た
な
核

の
廃
棄
物
問
題
の
研
究
施
設
の
集
積
な

ど
、
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
検
討
す
る
。

議
員　

女
性
が
希
望
に
応
じ
た
生
き

方
・
働
き
方
を
選
択
し
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、

活
躍
で
き
る
県
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
活
用
し
た
多
様

で
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
や
女
性
が
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
た
企
業

の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
促
進
す
る
。

ま
た
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
労
働

時
間
短
縮
に
向
け
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

女
性
の
起
業
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
く
。

議
員　

在
宅
介
護
の
希
望
を
か
な
え
る

た
め
、
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
を
推

進
し
、
地
域
全
体
で
支
援
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

医
療
機
関
の
在
宅
医

療
へ
の
参
入
促
進
や
、
複
数
医
師
の
連

携
体
制
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
在
宅
医
療
を
支
え
る
た
め
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
介
護

す
る
家
族
が
孤
立
し
な
い
よ
う
地
域
全

体
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
を
構

築
す
る
。

（
ほ
か
に
、
国
民

健
康
保
険
制
度

改
革
、
非
正
規

教
員
の
処
遇
改

善
な
ど
も
質
問
）

議
員　

過
去
の
い
じ
め
を
教
訓
と
す

る
形
で
、
県
の
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

に
基
づ
く
実
効
性
の
あ
る
対
策
が
必

要
で
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
い
じ
め

防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

教
育
長　

就
学
前
教
育
や
来
年
度
か

ら
教
科
化
さ
れ
る
道
徳
の
授
業
を
通

じ
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
や
り
の
心
や

規
範
意
識
を
育
ん
で
い
く
。
ま
た
、
関

係
者
が
法
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
、
過

去
の
教
訓
を
生
か

し
、
個
々
の
い
じ

め
事
案
に
適
切
に

対
応
す
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
若
者

へ
の
支
援
、
常
磐

線
の
充
実
な
ど
も

質
問
）

齋藤　英彰 議員
民 　 進 　 党
日 立 市 選 出  

一括方式

目
指
す
べ
き
県
北
地
域
の
将
来
像

川口　政弥 議員
自民県政クラブ
取 手 市 選 出

一括方式

長谷川　重幸 議員
いばらき自民党
東茨城郡南部選出

一括方式

福地　源一郎 議員
いばらき自民党
日 立 市 選 出  

一括方式

豪
雨
災
害
に
対
す
る
防
災
力
の
強
化

在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
体
制
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応

茨
城
中
央
工
業
団
地
の

新
た
な
誘
致
活
動

﹁
桜
の
郷
﹂
の
さ
ら
な
る
充
実

女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
整
備

原
子
力
事
業
と
核
の
ゴ
ミ
処
理

　

環
境
保
全
等
に
関
す
る
諸

方
策
に
つ
い
て
調
査
・
検
討

す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
「
環

境
保
全
対
策
調
査
特
別
委
員

会
」（
小
川
一
成
委
員
長
）

で
は
、
こ
れ
ま
で
五
回
の
委

員
会
を
開
催
し
、
精
力
的
に

議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

第
一
回
委
員
会
（
五
月
開

催
）
お
よ
び
第
二
回
委
員
会

（
六
月
開
催
）
で
は
、
霞
个

浦
の
水
質
汚
濁
や
森
林
環
境

の
問
題
を
は
じ
め
、
地
球
温

暖
化
や
生
物
多
様
性
、
廃
棄

物
な
ど
、
本
県
が
直
面
し
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題

を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や
課

題
、
県
に
お
け
る
取
り
組
み

状
況
な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
、

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

第
三
回
委
員
会
（
八
月
開

催
）
で
は
、
課
税
期
間
が
今

年
度
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る

森
林
湖
沼
環
境
税
の
在
り
方

な
ど
に
つ
い
て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
開
催

予
定
で
あ
る
「
第
十
七
回
世

界
湖
沼
会
議
」
に
関
し
て
、

会
議
開
催
に
向
け
て
取
り
組

む
べ
き
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、

活
発
に
議
論
を
交
わ
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
九
月
に
は
「
国

立
環
境
研
究
所
」お
よ
び「
県

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ

ー
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
水

質
浄
化
な
ど
に
関
す
る
研
究

成
果
や
独
自
の
浄
化
技
術
な

ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
第
四
回
委
員
会

（
九
月
開
催
）
お
よ
び
第
五

回
委
員
会
（
十
月
開
催
）
で

は
、
審
査

の
論
点
を

整
理
す
る

と
と
も
に
、

委
員
会
と

し
て
提
言

す
べ
き
事

項
な
ど
に

つ
い
て
幅

広
く
意
見

交
換
を
行

い
ま
し
た
。
今
定
例
会
の
最

終
日
（
十
月
三
十
日
）
に
は
、

森
林
湖
沼
環
境
税
の
在
り
方

な
ど
に
つ
い
て
中
間
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
最
終
報
告

に
向
け
て
引
き
続
き
審
査
を

進
め
、
議
論
を
深
め
て
ま
い

り
ま
す
。　

環
境
保
全
対
策
調
査
特
別
委
員
会

環
境
保
全
等
に
関
す
る
諸
方
策
に
つ
い
て
活
発
に
議
論

女性向けキャリアアップ講座の様子

整備が進む「桜の郷」
広域避難検討ワーキング
グループの様子

早急な体制整備が求められる在宅医療

一般質問（要旨）


